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G5
ノート
　ここでは、資料の全体像を、叙述の順序に従うのではなく、論文の組み立てという観点から図式的に説明します。
　まず、この論文の背景にある筆者の一般的な問いかけは、グローバル化を巡る現代世界の現実をどのように理解したらよいか、ということです。「国際化」という用語に変わって、「グローバル化」という表現が６０年代に登場し、８０年代以降に一般化します。国際化は、internationalという英語が、「国家（national）間（inter）の」という意味であることからもわかるように、かつては、世界を考える単位は、「国家」でした。つまり国と国との関係を見ることが、世界の経済・社会・文化を動かし、またそれを考察する視点であったといえるでしょう。ところが、多国籍企業の巨大化や、環境問題をはじめとする地球規模の深刻な事態、あるいは映画・音楽・インターネットなどの世界共通の文化や情報媒体の浸透が進むにつれて、世界は、独立した国家の集まりというよりは、ひとつの地球、つまりglobeであるという意識が、高まってきました。これが、グローバル化という表現が広まる背景にあります。しかし、一方で、グローバル化に呼応するように宗教や文化の違いを鋭く意識した民族間の対立といった、ある意味で逆の動きも強まっているようです。こうした複雑な状況を解明しようという意図が、この論文の背景にある一般的な問いかけなのです。
　こうした一般的な問いを解明するパースペクティブとして、筆者は、具体的な問いかけの枠組みと対象を設定しています。第一に時間的には、グローバル化を１９６０年代と１９７０年代以降に分け、それぞれの次期の特徴と、両時期の変化のあり方を追求していきます。さらに空間的には、世界全体の経済的統合といったマクロ的視点と論文後半に見られるような、ジャワの影絵芝居の例のような特定地域に関する考察を含め、ミクロ的考察を行っています。
　次に、論述の仕方を見てみましょう。主要な論述の仕方のパターンを引き出してみるのならば、比較・対比と他者の見解の引用の二つであるといえます。前者の比較・対比は、もちろん、何らかの共通性を持った対象について、ある一定の観点から比べて、類似や差異を云々することです。今回の資料では、グローバル化という観点の元に、１９６０年代と１９７０年代以降を対比させています。また、７０年代以降の現象を分析する概念として、グローバル化・反グローバル化・グローカル化を比較して論じます。さらに、ジャワの影絵芝居の事例の分析の中で、人間ではなくカセットを使用するようになったことに対する反応の観点から、都会人と村人の対比が置かれています。比較・対比と並んで、使用されている論述の方法は、他者の見解の引用です。一般に、筆者は、ただ自分自身の見解を述べるだけでなく、色々な目的で他者の見解を引用します。引用の目的は、自己の意見の根拠付け（場合によっては権威付け？）に限らず、批判のたたき台にしたり、あるいは、ある問題圏へと読者を導きいれるために、すなわち「今一般的に何が問題なのか」を明白にするために引用することもあります。この論文では、色々な論者の見解が紹介・引用されますが、総じてその目的は、筆者の論点を支え、問題を明るみに出すといったものでしょう。言い換えると、自分の見解に一致しているか、少なくとも同じ観点から問題を捉えるものとして引き合いに出しているといえます。
　さて、以上のような問題設定を基にし、以上のような論述の方法を使って、筆者の出した結論、というか考察の成果はどのようなものだったでしょうか？まずマクロ的には、６０年代は主に経済のレベルで世界は統合に向かう傾向にあったということ、そして、１９７０年代以降は、そうした均一な一元的なものではなく、グローバル化とそれへの反応が複雑に絡み合う多様な状況が現出したということです。次に、ミクロ的な考察の事例であるジャワの影絵芝居の変化に関する分析から得られたことは何だったでしょう？村人たちは、お祝いのときなどに一座を呼んで人々を招く伝統を、「カセット屋」という世界共通のメディア、つまりある種のグローバル化によって解体されました。しかし、同時にそのカセット屋を使用することで、影絵芝居の伝統を再建し維持しえたのでした。一方、都会人は、こうした傾向を真の伝統の維持とはみなさず、また、そうした伝統を言葉で概念的に把握し意識する傾向の中で、抵抗を見せているということでしたね。
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e-ICU
ハイライト表示
【マクロとミクロ】
元はギリシャ語に由来し、マクロは「大きい」こと、ミクロは「小さい」ことを意味します。ただし、ここでは、「マクロの視点」「ミクロの視点」といっているように、「視点」のことを意味しているので、それぞれ「巨視的」「微視的」と解します。つまり、「マクロ」は英語のmacroscopic、「ミクロ」はmicroscopicの省略として、考えましょう。ところで、「巨視的」とは、物事を観察するに当たって、細かいことにこだわらず、全体的な姿を捉えられるような、大きな視野の中で見ることです。「微視的」はその反対で、現象を全体としてではなく、個々の細部について詳細に調べるような態度を言います。
　さて、以上のような「マクロ」「ミクロ」の言葉としての意味を、この論文のコンテキストの中に位置づけてみましょう。筆者は、グローバリゼーションを論じる際に、前半では総じて、特に地域を限定したり、特定の産業に限って論じるのではなく、６０年代・７０年代の全体像を捉えようとしています。これが「マクロの視点」なのです。一方後半では、ジャワの影絵芝居の音楽に使われるカセットテープを取り上げて、村人と都市の知識人との反応の違いに着目した議論を展開します。これが、「ミクロの視点」ですね。
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ハイライト表示
【ヒッピー】
１９６０年代にアメリカに登場し、その後世界中に広まった若者たちのことです。外観的には、長髪や無精ヒゲをたくわえ、ジーンズや風変わりな格好をしていました。生活スタイルは、定職に就くことを拒否し、放浪しつつ、ドラッグやサイケデリックなロックミュージック、東洋的な瞑想を好みました。
彼らの行動や生き方は、単なる風俗やファッションとして見られる傾向もありますが、実は、黒人の人種差別やベトナム戦争に反対する、反戦と非暴力と愛を求める反体制的な思想と運動という側面もありました。
　もっとも、この文脈では、彼らの反社会的な生活スタイルをネガティブな評価を持って言及しているといえます。
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ハイライト表示
【労働市場】
簡単に言えば、労働力が商品として取引される機構のことです。「市場」といっても、どこかの場所に取引のための具体的場所があるわけではありません。ここでは「労働」という商品は、人間の持つ肉体的及び精神的能力の総体ということになります。またそれは、労働者と使用者の間で、他の商品と同様需要・供給の法則に従って取引されます。たとえば、皆さんがファーストフード店でアルバイトする場合でも、時給いくらいくらで、自分の肉体的・精神的能力をお店に売っていると見なすことが出来ます。そうした売り買いがなされる場のことですね。
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ハイライト表示
【対象化】
対象とは、主体の作用が及ぶ相手・目標・相関者であるもののこと、客観と客体というのとほぼ同義と考えていいでしょう。こうした対象として自分とははっきり区別して、自分の前に立てることが対象化です。言い換えれば、私たちが認識したり、感じたり、行動したりするのが主体の作用ということで、そうした働きかけが及ぶようにされることです。
　この文脈に関連して言えば、伝統というものを、私たちは必ずしも意識していませんね。お祭りやお正月を楽しんだり、結婚式やお葬式に参加するとき、その「楽しさ」の要因がどこにあるか分析したり、こうした儀式の中での自分の行動の意味や価値を確認したりするでしょうか？普通はしませんね。ところが、こうした伝統的なものについて、書物を読んで考えたり、人と議論したりする可能性も一方であるでしょう。このように、普段は意識されずに生活の中で親しんでいることを、言葉にして概念化して認識しようとすることが対象化です。

e_icu
ハイライト表示
【アイデンティティ】
自己同一性・主体性・帰属意識・独自性などさまざまに訳されます。もともとは、哲学的な概念で、あるものが時間・空間が異なっても同じであり、違いがみられないこと、物がそれ自身に対し同じであって、一個の物として存在することを表します。ただし、普通は、心理学的・社会学的コンテクストで、個人の自我同一性・主体性という意味で使われます。管理化され、高度産業化された先進社会の中で、個人は他者や社会との相互作用の中で、本当の自分を見失いそうになってしまう。そうした葛藤の中で、過去・現在・未来にわたって、一個の統一された自己を確保することが難しくなるとき、アイデンティティの危機という状況が生まれます。
　そして、こうした危機は、個人のレベルだけでなく、国家・民族のレベルでも起こりえます。この文章の中の「国家のアイデンティティーを伝統文化に求める」という表現は、インドネシアのようなひとつの国が、ということはその国民全体が、伝統文化によって、「ほかの国の人たちとは違う本当の自分たちを支えている独自性を確保する」ことを意味しています。
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ハイライト表示
【相対化】
相対とは絶対の反意語です。物事のあり方として絶対的というのは、他のものに依存せず，自立的・自発的で自由であり，条件付けられたり制約されたりすることがなく、完全な独立した存在のことを言います。その意味では「絶対者」というのは究極的には神を意味します。一方相対的な存在とは、他者と比較しうる、または他者に依存してはじめて存在しうる、制約された不完全なものということになります。
　資料の文脈に即して言えば、ものの見方や考え方、ひいては伝統が相対化されるということは、「世界中にはいろんなものの見方や考え方があり、アメリカ流のそれはそれらの中のひとつに過ぎない。だから、絶対的な価値を持つわけではない。」という意識的な確認だといえます。そうなると、先のアイデンティティの喪失につながる危険もあるということになります。
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e_icu
ノート
１．b.
（1）広い意味でのグローバル化は、70年代以降の複雑な多様化したグローバル化を含めてグローバル化の全体を包含する。国際化･近代化は、60年代の狭い意味でのグローバル化とはほぼ同じ意味をもつと考えられる。
（2）狭い意味でのグローバル化において、政府の役割が「問い直される」とは言っているが、代わりに中心となるのはNGOではなく、企業である。


e_icu
ノート
2.	a.
（1）６０年代のグローバル化が西洋をモデルとした近代への統一的進化であった。また、「スクランブルされた世界」については、７０年代以降のグローバル化の描写である。
（2）６０年代に進んだコンピューターによる世界のシステム化を基に、７０年代には構造的変化となった。
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3.	d.
　トゥルンが論じているのは、戦後世界の経済統合である。政府の役割が問い直されると主張しているのは樋渡だけである。（2）については、いずれの論者の主張としてもあたっていない。
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４．b.
 グローバル化が国家にとって危険なプロセスであるのは、「政府の役割が問い直され」るからであり、「治安」の問題とは関係していない。
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5．c.
（1） ここで問題になっているのは、「労働生産性」ではなく、不足する労働力を補う方法のことである。
（2）80年代は労働力不足、90年代初頭は雇用不足により日本人男性労働者以外の労働力は、導入されたり、締め出されたりしている。このことは、結果的に、日本人男性以外は、「一時的な労働力不足を補うもの」を考えられていることを意味する。
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6．d.
（1）「世界共同体」に向かうべきか否かについて、著者自身の価値評価を含む判断は示されていない。そこに向かって進化を遂げようとしているかに見えるが、未だに出現していない、といった客観的描写にとどまっている。
（2）著者は、グローカル化について、「世界の倫理目標となるべきだ」といった評価もしていないし、「不可能」だとも言っていない。
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7．d．
グローバル化を60年代と70年代以降にわけて、それぞれに一般的特徴を摘出しようとしており、そこに「主体的な解釈」がある。一方で、ミクロ的な考察としていくつかの具体例にも触れており、「実証性に対する関心」は欠けていない。
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8．c．
グローバル化が、企業等国家以外のレベルに見いだされることは、観光産業等の例からも明らか。また、国家の存在意義に関わるなど、本質的に「文化現象」とはいえず、政治・経済と関連する。
　反グローバル化の意味は、伝統の相対化の否定であって、創造的破壊とは、反グローバル化を含んだ広い意味でのグローバル化を指す。
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9. b.
英語が、インターネットを通じて世界共通語となっていくことは、情報通信の分野で世界が統合へと向かうことである。したがって、「狭い意味でのグローバル化」である
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10．d,
「経済成長の諸段階の問題」は、ロストウの議論の紹介を通じて論じられている。「グローバル化の影響力の問題」は、当論文の主題であると言える。「世界経済の発展と国家の関係の問題」は、主に国家機能の後退という観点から論じられている。
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11. d.
伝統社会が近代化するには、先進勢力の経済圏拡大に対応することが必要と述べている。
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12. c.
「離陸」後の経済は、西洋をモデルとした高度大衆消費時代へと前進するという。
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13. b.
特に資料中に解答の根拠がない応用＋知識問題。中国が伝統的な農業社会を脱して工業化し、大量消費時代を迎えたのは1980年代である。
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14. a.
これも資料中に指摘はない。日本が工業化を果たした最初の産業分野は、明治中期以降の繊維産業であった。
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15. d.
これも資料中に指摘はない。資料の経済成長段階論の理解に基づいて考えるべき応用問題。ザイール（1997年以降コンゴ民主共和国）は、鉱物資源を背景とした貴金属産業があり、先進諸国に輸出するといっていることから、外部先進世界との接触もあった。にもかかわらず、低成長であるとすれば、反証（例外）事象と言えるはずである。
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16. d.
応用問題。「自動車」「コンピューター」「半導体」「絹」のうち、「西洋をモデルとする近代へと統一的に進化する」事例でなかったと思われるものを選ぶ。中国における絹の生産は、一説では、新石器時代から行われているものであり、近代化と直接関係していない。
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17. b.
筆者のいう「世界共同体」とは、経済的な統合による結果を意味している。
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18. c.
先進国の企業が発展途上国に資本を投下するのは、70年代に起こったことである。
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19. ｄ．
トゥルンは、観光産業のグローバル化を「第三世界の開発途上国を世界システム内に統合しようという、大きな流れの一部分」と論じている。
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20. d.
これは純粋に知識問題である。
	石橋内閣総辞職	1957
	アメリカのニクソン大統領の中国訪問	1972
	朝鮮戦争勃発	1950
	キューバ･ミサイル危機	1962
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21. a.
20.と同様知識問題である。
	ベトナム和平の成立	1973
	ブラジル共和国の成立	1822
	ソヴィエト連邦による中華人民共和国の承認	1950
	天安門事件の勃発	1989
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22. a.
資料の内容の全体的な理解に基づく問題。「安価な労働力」については、外国人労働力の輸入に関して言及されている。発展途上国側が国際資本を導入することは、その国の近代化と関係する。市場に近いところで生産することが企業にとって有利なことは、70年代の観光産業の発展の例から推察できる。一方、企業が発展途上国への投資を行うのは、当該企業の利益追求のためである。相手国の「経済成長を助ける」ことが目的となることは、少なくともその企業の利益に間接的に結びつくのでない限り考えがたい。
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23. d.
政府間での貿易摩擦の解決は、企業の国際提携の「目的」ではなく「結果」である。
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24. b.
樋渡は、競争する企業同士の「提携関係」が成立することを指摘している。これは、「寡占化」に相当する。国家の介入がすくなくなることには触れているが、「消滅」とは言っていない。
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25. b.
資料中に「労働市場の世界的な拡大に伴って、国際的な人的資源の流動が問題となる」とある。これは、労働力が需要のあるところに移動することを含意している。
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26. d.
資料中にあるように、「広い意味でのグローバル化とは、統合という狭い意味でのグローバル化と、統合への反作用である反グローバル化の、両方を含んだ過程である。」選択肢a.とb.は、世界共通のメディアが普及することで、「狭い意味でのグローバル化」。c.の「抵抗意識」は、反グローバル化の例と考えられる。いずれも、「広い意味でのグローバル化」そのものの実例ではないが、その一部である以上大いに関係がある。しかし、「恋愛結婚」は、世界の統合とも統合への反発ともいえない。
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27. c.
資料中でこの箇所は、「このようにスクランブルされた世界を、井上順孝はさらに次のように表現する。『いま流行のインターネットを介した情報交換などは、まさにグローバル化の典型であり、そこには一種のアナーキーすら漂っている。』」となっている。ここで「このようにスクランブルされた世界」といわれていることの描写が前段落にあり、そこでは、「さらに現状ではさまざまな文化的事象が、相互の関連もなく世界中にばらまかれる。ファッションや音楽、映画はその代表的なものである。」と述べられている。
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28.　c.
当該箇所の後に続く「ジャワの影絵芝居」の例を考えることが必要であろう。ここにおいて、「失われた秩序の再建」は、伝統的な影絵芝居が行われなくなる（破壊）後に、カセットテープというグローバル化に伴う技術の流入があり、それを使用することで、もう一度影絵芝居が行われるようになり、伝統が維持される、というものである。影絵芝居の伝統そのものは維持されるが、カセットテープという技術の流入による変化を元に戻すことはできない。つまり、この変化は「不可逆的」である。
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29. c.
この実例が紹介される直前段落の最後に言われているように「広い意味でのグローバル化」の例である。
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30. c.
ジャワの影絵芝居におけるグローバル化の統合を示すメディア（カセットテープ）に相当するのが、CD。これによって再建される伝統（すなわち影絵芝居）に相当するのが古典音楽であると解釈できる。
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31. d.
「合理性」は、明らかに近代化の属性と考えられる。であるならば、「合理性への懐疑」は、近代化の属性として不適当となる。
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32. d.
本資料の伝統社会と近代化の記述についての理解は下敷きになるが、資料の内容の範囲を超える応用･知識問題である。a.は、近代の職業観の変化を扱い、b.は、明治期という日本近代化の時期の啓蒙の書である。c.は、小説であるが、明治維新前後の宿場町が舞台であり、伝統と近代化に関連する。d.は、家族―市民社会―国家という人倫の三段階を近代市民社会と関連付けて論じたものだが、伝統社会の近代化というテーマからは、直接関係がない。
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33. a.
この問題は、ジャワの影絵芝居と最も類似した実例となりうるものを求めている。したがって、伝統芸術であり、かつ近代化（技術を介してのグローバル化）によって再建されるという二つの要素を併せ持つかどうかを考える。前者の意味で、a.とc.とに絞り込める。この二つは、いずれもTV, Videoといった技術を通して再建されているといえるが、グローバル化、つまり国際的に日本の伝統として一般的に認知されている程度は、a.のほうが勝っているといえる。
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34. a.
この問題は、知識問題と考える必要はない。民俗学者が、村の伝統を知ろうという場合、当然その伝統の中で長く生き、伝統を担ってきた人々に聞くべきであろう。

e_icu
ノート
35. c.
純粋に知識を問う問題である。東半球･南半球にある点でシドニーが最も近く、後の三都市は、ほぼ同じ緯度上に位置しているが、最も遠いのは、西半球にあるアメリカのミルウォーキーである。
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36. b.
知識問題である。サウジアラビア、インドネシア、エチオピアは、この時期近代化が進行しつつあったが、それに伴う水道設備は不十分で、国民全員が病原菌のない飲料水を確保していたわけではない。逆に、地下水を飲料水としていたチベットは、他の国に比べて近代化は進んでおらず、かえって安全な水が確保されていたと思われる。（現在は種々の開発が行われ事情が変わっているようである。）
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37. d.
　「多様性の中の統一」は多民族、多宗教、多文化よりなるインドネシアが、その中での統一、つまり国としてのアイデンティティを保つ、というスローガンである。この資料の概念装置で言えば、多様性（ここでは多文化性）を認めつつ普遍性（ひとつの国家であること）を実現することを意味する。これは、「グローカル化」が、「個別的なものがあってこそ、普遍的なものはうまく機能する」という立場であることと符合する。これは、「広い意味でのグローバル化」と一致する可能性が示唆されていたが、同じものではない。

e_icu
テキストボックス
参照30


E) 5. wHosrT, BHRERSEIS NSO b, FAEESTHL Ev ) B,
MENTWEH, 2TOEZNZ, BRHUClibNTL 2 SETEETIUE, XD
ENUTT B0,

a2 o

a, 7ua—rIufl
b.

R A Bk
BB S
AL

SH, THEHTZR, (770 A2 XL) OBEIZIHEABBEOBHRTH

20, BRI Za— "\ fboa v 57 A FTIRRT 2 &L bR b DX
D END,

a o

a. (R DML D R
b.

D R — 4 — L 2L D R e i
R ORIz T 2 JCFE & BT
PR DR — 5 — L A9 2 5O & it

Y2y I aT4— THEEDH) XT3 T4 25 LFMTHRYE O

FOMMBEL T, DEY 2D DIZKRD END,

VHAZAMIE A TARX ALZIMETE R0 5

L EEDA Y EATH Y, B S - SIS AR 5

c. 4 A7 LEBDMEBSHNLINTLE ) 25

A AT LEBIZNT 2HEE o7 bl WEENA X7 L HZ ML 7

5

— 29 —


e_icu
ノート
38. a.
「相対化」とは、狭い意味でのグローバル化によって特定の文化的伝統の絶対的価値がなくなり、多くの文化的伝統の中の一つとされることである。これは、場合によっては、その「破壊」ともうつる。その一方で、伝統が保持されるようになることが再建（再生産）である。これは、「反グローバル化」と定義されている。
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39. c.
原理主義とは、一般に根本原理を忠実に遵守する思想や運動で、たとえば、キリスト教においては、聖書の一字一句が文字通り間違いないことを主張し、進化論など科学的･合理的な見解を聖書と矛盾するものとして排斥したりする。この資料のパースペクティブの中に置き入れるならば、自己の伝統を学問的に分析したり、他の伝統と比較したりすることをことを拒む態度、すなわち相対化に対する反発と抵抗であろうと思われる。
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40.　c.
39.と同様に考える。イスラム教の絶対的価値が相対化されることに、イスラム原理主義者は反発する。ちなみに、シオニストとは、独自な民族であるユダヤ人の迫害の最終的解決をユダヤ人国家の建設によって達成しようとする立場の人。
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